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「解／拆邊界：亞際木刻版畫實踐」（脱境界：イ
ンターアジアにおける木版画実践 ）は、2023年4
月28日から5月10日にかけて東京藝術大学陳列館
にて開催された、21世紀のアジア木版画運動を
紹介する展覧会である。新型コロナ感染症パンデ
ミックの経験をもとに「脱境界」をテーマに据え
た本展覧会は、アーティストの李俊峰（Lee Chun 
Fung、香港）、独立研究者の吳君儀（Krystie Ng、
クアラルンプール）と筆者  による共同キュレー
ションで実施され、〈A3BC：反戦・反核・版画
コレクティヴ〉（Anti-War, Anti-Nuclear and Arts 
of Block-print Collective 、東京）、陳韋綸 （Chen 
Wei-lun、台北）、劉家俊 （Jay Lau Ka-chun、香
港）、キム・オク （Kim Eok、ソウル）、林樂新 
（Lam Lok-san、香港）、〈パンロック・スラップ〉 

（Pangrok Sulap、サバ）、『刺紙』（Prickly Paper、
広州）、〈印刻部〉 （Print & Carve Department、台
北）、〈點印社〉 （Printhow、香港）、〈プリントメイ
キング・フォー・ザ・ピープル〉 （Printmaking for 
the People、マニラ）、〈タリン・パディ〉（Taring 
Padi、ジョグジャカルタ）、〈木刻波流〉 （Woodcut 
Wavement、上海、広州）という木版画コレクティ
ヴや個人作家、計12組が参加した。本報告の前
半では展覧会の背景として現代におけるアジア木
版画運動の特徴とそのネットワークについて概説
を行い、後半では本展覧会のテーマである「脱境
界」に即して木版画によるパンデミックの経験の
可視化、そして展示を介したトランスローカルな
交流と連帯について論じる。

江上賢一郎

Kenichiro Egami 

展覧会「解／拆邊界 亞際木刻版畫實踐」
脱境界：インターアジアの木版画実践

Exhibition: Debordering
―Woodcut Printmaking Practice 
in Inter-Asian Context

2023年4月28日から5月10日、東京藝術大学陳列館にて開催された「解／拆邊界 亞際木刻版畫
實踐（脱境界：インターアジアにおける木版画実践 )」展。主たる表現媒体に木版画を選んだアジ
ア各地の作家、コレクティヴの実践を紹介する 
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江上賢一郎展覧会「解／拆邊界 亞際木刻版畫實踐」

2010年代のアジア木版画運動とそのネットワーク

この展覧会（図1・2）の背景として、近年のアジ
ア木版画運動への注目、関心の高まりがある。
2018年に福岡アジア美術館およびアーツ前橋で
開催された「闇に刻む光　アジアの木版画運動 
1930s－2010s」展は、20世紀を通じてアジア各地
の民衆抵抗や社会運動のなかで生まれた木版画運
動の歴史を相互参照する国内外初の展示であっ
た。本展キュレーターの吳君儀  と李俊峰はこの展
覧会をきっかけに、アジア木版画運動を研究・調
査する自主出版プロジェクト『亞際自組織木刻圖
繪』（以下、『インターアジア木版画マッピング』）
を友人の研究者、美術家らと立ち上げ、これまで
に2つの木版画展「Carving Reality: Contemporary 
Woodcut Exchange Exhibition From East Asia  」（会
期 2020年11月7日～12月6日、会場 The Black 
Room、クアラルンプール）、「普遍與特殊：亞洲
木刻群像」（会期 2022年7月1日～12日、会場 牛
棚藝術村「1a空間」）を企画した。「闇に刻む光　
アジアの木版画運動 1930s－2010s」展を企画し
た福岡アジア美術館学術交流専門員の黒田雷児
は、木版画の政治的・社会的な機能に着目した上
で「木版画運動」を「美術家が自分の作品を『展覧

会』以外の手段で広範な観衆に届ける、制作と普
及が一体化した美術家の自発的、自律的な行動、
草の根的な活動の総体」［黒田 2018:7］（*1）と定義し
ている。「闇に刻む光」展が主に1920年から2010
年までのアジア各地の木版画運動を通時的に紹介
する内容であったのに対し、吳君儀らの展覧会は
2010年代以降アジア各地で出現した同時代的な
木版画運動と現在進行形のネットワーク化の過程
に焦点を当て、アジアにおけるアート・アクティ
ズムの実践と組織化に注目している。また、黒田

図2.  「解／拆邊界：亞際木刻版畫實踐」展ポスター
（デザイン：成田圭祐）

図1.  「解／拆邊界：亞際木刻版畫實踐」展示会場（写真：野口 洋）
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は  アジアにおける木版画の重要性を「民衆による
下からの情報伝達メディア」という側面に見出し
ているが、マスメディアや電子メディアにその地
位を取って代わられてすでに久しいはずの木版画
が21世紀のアジアで再び注目されつつあるのは
なぜだろうか。
吳君儀、李俊峰らが手がけた『インターアジア

木版画マッピング』は2023年までに4号が刊行さ
れており、第1号では「アジアにおける木版画コ
レクティヴの発展と展開」、第2号では「共同制作
と著作権」、第3号では「自己組織化と制度」、第4
号では「異議申し立てとしての芸術」と、毎号異
なるテーマで構成されている。また、香港、マ
レーシア、日本、台湾の研究者・アーティストと
の共同研究、出版、展覧会を含む学際的プロジェ
クトとして、各地の木版画運動との直接的なネッ
トワークを構築している。2018年に発行された
第1号では、現代におけるアジア木版画運動の特
徴として、1. コレクティヴによる組織化、2. 集団
制作という方法論、 3. D.I.Y.やアナキズムといっ
た価値・理念の共有を通じたトランスローカルな
ネットワークを挙げている ［Kano 2019 2022, Lee 
2019, Krystie 2019］。
コレクティヴ（Collective）はラテン語の col-

ligere （共に集まる）に由来しており、一定の価値
観や理念を共有した個人が有機的に結びついた
活動集団を指す［廣田 2022］。ダダやフルクサス
に代表されるように、これまで多くの芸術家た
ちは自ら集団を作り共同で制作や発表を行って
きた。それに対して現代のアジア木版画運動を担
うコレクティヴは、美術家に限定されない多様な
背景をもつアマチュアを中心に構成されており、
個々人の緩やかな協働による集団制作を特徴とす
る［Kano 2019］。また、コレクティヴのメンバー
の多くは反核や反戦、資本主義や気候変動といっ
た政治・社会問題、さらには自律、平等、相互扶
助などのアナキズム的理念やD.I.Y.といった価値
観に高い関心を持っている。そして彼らの木版画
は、美術作品というよりも、バナーやTシャツな
どに直接刷ることで社会運動や抗議現場で用いら
れる社会的メッセージのためのメディアという側
面が強いことなども特徴に挙げられる（図3）。

これらの特徴を備えた木版画コレクティヴの代
表例として、インドネシアの〈タリン・パディ〉が
挙げられるだろう。「稲の禾」を意味し1997年に
反スハルト独裁・民主化闘争に参加した美術学生
たちによって結成された〈タリン・パディ〉は「社
会変革/民衆のための芸術」という理念をもとに
木版画、壁画、演劇などさまざまな表現を用いて
社会運動と芸術を媒介する活動を行ってきた。彼
らが用いた集団制作という方法は、芸術を個人の
創作を超えたより広い社会創造の実践として位置
付け直すものであり ［徳永 2018］、またパンク・
ミュージックを経由して受容されたD.I.Y（Do It 
Yourself） やアナキズムの理念は、単に作品の主
題としてだけでなく、テーマ設定、彫り、刷りと
いった制作過程における平等かつ自発的な参加、
また非-商品としての木版画など、木版画の制作・
流通過程そのものに反映されている［Supartono 
2011］。また、マレーシア、サバ州で活動する〈パ
ンロック・スゥラップ〉はジャカルタのパンクバ
ンド〈マージナル〉や〈タリン・パディ〉のワーク
ショップ参加をきっかけに結成されたコレクティ
ヴであり、サバ先住民の伝統的な物語や経験を
収集・伝達する方法として木版画に取り組んで
いる。吳君儀は彼らの集団制作の方法を「マレー
農村社会の伝統的な相互扶助観念ゴトン・ロヨン
（gotong royong）を批判的に解釈し、パンク文化
とローカルな伝統文化を接続する試み」と述べて
いる［Krystie 2019］（図4・5）。

このように現代のアジア木版画運動は、コレク
ティヴという平等主義を原理とした有機的なメン
バーシップをもとに、芸術生産を個人ではなく集
団的な協働の位相に位置付け直すことで、オルタ
ナティブな社会のイメージや理念を視覚化させ、
既存のアート制度を経由せずに直接社会や人々へ
と伝達することを目指す文化＝運動の諸実践と言
えるだろう。李俊峰は、コレクティヴによる集団
制作を「単に目標や仕事を終えるために共に働く
ことではなく、私たち自身のあいだの差異や対立
を理解し、向き合うことを志向しつつ民主主義を
実践していく協働のプロセス」［Lee 2018:22］と捉
え、競争や希少性とは異なる自律的な芸術生産の
可能性に言及している。
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図3.  亞際自組織木刻圖繪 vol.1 マップ

江上賢一郎展覧会「解／拆邊界 亞際木刻版畫實踐」

図4.  タリン・パディ 《民衆のトランペット》2018-19 
カンヴァス、木版 106×74cm (22点）

（写真：野口 洋）

図5.  パンクロック・スゥラップ《境界のない教育》
（写真：野口 洋）
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さらに『インターアジア木版画マッピング』の
編集メンバーでアート・アクティビズム研究の狩
野愛は、これら東南アジアの木版画コレクティ
ヴの方法論と理念が、2010年代半ばにアジアの
アクティヴィズム・ネットワークを媒介/経由し
て東アジア各地へと伝播していったと指摘する
［Kano 2019］。そしてこの伝播の背景にアジア各
地の文化労働者、活動家、学生、若者らのあいだ
で形成されてきたトランスローカルで自律的な文
化ネットワークの存在がある［Pan & Shin 2018］。
このネットワークは2000年代から2010年代にか
けてのオルター・グローバリゼーション運動の影
響を受け、アジア各都市のアートスペースや書
店、ライブハウスなど自主管理空間を媒介に相互
交流、アクション、プロジェクトを展開していっ
た［Egami 2018］。例えば、2012年には李俊峰が
運営に関わっていたアートスペース〈活化廳〉は、
当時香港で行われていたオキュパイ運動「オキュ
パイ・セントラル」の現場でアジアの芸術/運動
ネットワーク会議「東亞諸眾峰會 2012   」を開催し
ている。これは、当時オルター・グローバリゼー
ション運動が批判を向けていた先進国首脳会議へ
の抗議行動（サミット・プロテスト）に触発され、
東京の〈素人の乱〉、台北の〈直走珈琲〉、釜山の
〈Indi Space AGIT〉など各地の抵抗文化運動・ス
ペースの運営者（*2）を招き、それぞれの活動や情
報を交換するアッセンブリを開くというもので、
アジア圏におけるインターローカルな芸術/運動
ネットワーク構築の試みでもあった。
21世紀のアジアにおける木版画運動の伝播と拡

散には、このような個人や文化空間を介した相
互交流とネットワークが重要な役割を担っていた 
［Lee 2016, Egami 2018］。実際に〈タリン・パディ〉
の木版画作品は、2008年7月の北海道洞爺湖サ
ミット反対行動に参加するため来日したマレーシ
アの活動家の手によって新宿のアナキスト・イン
フォショップ「Irregular Rhythm Asylum」（以下、
IRA）に持ち込まれている。「IRA」を運営する成
田圭祐は、〈タリン・パディ〉の作品との出会い
について「木版画を個人でなく集団で共同制作す
ること、また木版を紙でなく布に直接摺ること
で、みんなで作り上げたイメージを路上や公共の

場に直接持ち込めるという点に、社会運動と芸術
の接続点を探していた自分にとって大きなインス
ピレーションを与えてくれた」と述べており（*3）、
のちに彼と友人たちが反戦・反核をテーマにした
木版画コレクティヴ〈A3BC〉を結成するきっかけ
となった。
また2010年代以降、日本では高円寺を拠点
にユニークな抗議運動とコミュニティづくりを
行ってきた〈素人の乱〉の松本哉は、積極的にア
ジアの草の根ネットワークを開拓し、各都市の
ミュージシャン、芸術家、社会運動に関わる若者
たちとの交流とそのための「場所づくり」（イベン
トスペース、ゲストハウス、共同運営飲み屋など）
を継続してきた。2016年9月には〈素人の乱〉や
「IRA」を含む、都内複数の自主運営による文化
空間を拠点にD.I.Y.フェスティバル「No Limit 東
京自治区」が開催され、アジア各地から200名が
来日し1週間にわたって音楽ライブやトーク、デ
モなど約50以上のイベントに参加している。会
期中、IRAでは木版画ワークショップが開催され
ており、このときに木版画の集団制作を学んだ台
湾、香港、中国の参加者たちが帰国後に台北の
〈印刻部〉、香港の〈點印社〉、上海・広州の〈木刻
波流〉 など の 木版画コレクティヴを結成している。
〈木刻波流〉のメンバー小黄は、2019年に「IRA」
で参加したワークショップについて「特別な技術
がなくても自分たちでイメージをつくり出し、そ
れを流通させることができる実感を与えてくれ
た。もちろん中国の木刻運動は知っていたが、自
分たちがこれまで関わってきた社会的活動を視覚
化する方法としての木版画は、〈A3BC〉や〈タリ
ン・パディ〉を通じて再発見されたものだ」と語っ
ている（*4）。協働による集団的創造、社会運動や
抗争現場への直接的な参加、アナキズムの理念の
共有に基づいたトランスローカルな連帯といった
現代の木版画運動の諸要素は、このようにして
東南アジアから東アジアまでの文化・運動ネット
ワークの交流網と同期しつつ伝達・拡散されて
いったのだ。



141

問題としての境界とその視覚化

展覧会タイトル「解／拆邊界」（脱境界）が示す
ように、本展覧会は現代のアジア木版画運動の
ネットワーク・相互交流の紹介だけでなく、パン
デミックの経験によって生まれた新たな問題意識
を提示している（*5）。ここでの「境界」とは、パン
デミックというグローバルかつ共時的な危機を契
機に再浮上した国家、官僚制度、資本主義による
分断、排除、管理のシステムの問題のメタファー
である。したがって「脱境界」とは、日常生活の
みならず世界に対する私たちの想像力そのものに
分断線を引くシステムの構造的暴力をどのように
批判的に認識し、また文化実践を通じてそれを乗
り越えうるのか、という問いとその応答としての
実践を内包している（*6）。その上で、異なる社会、
政治、経済、文化状況下にあるアジアの木版画コ
レクティヴや作家たちがコロナ禍下で目の当たり
にした境界とは一体どのようなものであったのだ
ろうか。そしてそれらの境界を解体・解きほぐす
試みとして、どのような実践が各地で行われてい
たのだろうか。
町田市立国際版画美術館学芸員の町村遥香は

「美術手帖 WEB版」に寄稿した本展レビューの中
で、展示作品中に描かれている境界を4つ（コロ
ナ禍における移動制限、香港と中国、政治、マ
イノリティ）に分類している （*7）。コロナ禍におけ
る移動制限というテーマでは、2017年に結成し
た〈點印社〉の作品が挙げられる。〈點印社〉は香
港のベジタリアン食堂「黒窓」の運営に関わりな
がら、フェミニズムや移民労働者の連帯をテーマ
に制作活動を行う木版画コレクティヴである（*8）。
《思いを馳せる人びと、場所》（2023）は、コロナ
禍下でのロックダウンによって会うことができな
くなった友人たち（2019年の反送中運動に参加し
逮捕、拘留  されているメンバーも含まれる）や場
所への想いを小さな長方形の紙にリノカットで描
いた小作品である。また《私たちは輪になって食
べる、刷る》  （2023）では、彼女たちの労働と活
動の場である「黒窓」のテーブルに集い、料理し、
制作する彼女たちのささやかな日常のイメージ
を、それぞれ牛乳パックや紙袋といった素材の上

に凹版技法で刻み、一枚の画面に貼り付けて表現
した作品である（図6）。

中国で木版画を学び、現在は香港で活動する林
樂新は、2019年末の武漢でのコロナ発生以降、妻
と子どもが住む中国本土への往来が困難になった
自身の経験をもとに作品制作を行っている。《と
ても近く、とても遠い》（2022）は、香港と中国本
土を隔てるさまざまな境界（検疫、隔離証明、検
問）を表す行政書類の上に、家族の繊細な肖像/
イメージを点描画として木版に転写した作品であ
る（図7）。

また、2017年に台北で結成された木版画コレ
クティヴ〈印刻部〉は、政治・社会問題を可視化
する方法として木版画の集団制作を行っており、
移民労働者の権利運動にも関わっている。出品
作品である《非市民カード遊戯》（2020） は、ポー
カーゲームに興じる国家やマスメディア、ゲーム
台の上にカードとして差し出された移民労働者、
留学生、台湾市民の姿を描いている。これはパン
デミック下の台湾で、移民労働者や海外留学生な
ど市民権を持たない人々に対する政治家とメディ
アからのバッシング、行政による入国・滞在ビザ
の規制など、台湾社会のなかで周縁化されてきた
人たちの人権、そして市民自身の権利が政治ゲー
ムのコマとして扱われている現状を批判的かつア
イロニカルに表現したものである（図8）。

政治的な境界については、フィリピンのコレク
ティヴ〈プリントメイキング・フォー・ザ・ピー
プル〉の作品群が挙げられる。2020年に結成され
たこのコレクティヴは、主にフィリピン都市部の
貧困層、女性グループ、学術・芸術サークルや活
動家組織など複数のグループによって構成されて
おり、多様なメディアを用いた印刷物の集団制作
を活動の軸としている。彼女たちは日常生活で用
いる素材・道具を用いて社会的弱者の声/イメー
ジを刻む自らの制作方法について「植民地・封建
体制を打破するために、あらゆる手段を利用し
活動する脱植民地的民主化運動の方法論を美術
に応用したもの」と述べている。《叫び》（2022）、
《いますぐに社会・経済的対策と大規模検査を！》  
（2023）は、  段ボールや紙パッケージなど安価な
素材の上に木版画やシルクスクリーンを用いて、

江上賢一郎展覧会「解／拆邊界 亞際木刻版畫實踐」
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図6.  點印社《私たちは輪になって食べる、刷る》2023 
テトラパック容器、ドライポイント 84×119cm
図7.  林樂新《とても近く、とても遠い》シリーズ 2022 
木版画・転写 32×26cm
図8.  印刻部×台湾国際学生運動《非市民カード遊戯》2020 
カンヴァス、木版 90.5×64.5cm
図9.  プリントメイキング・フォー・ザ・ピープルの展示
（全て、写真：野口 洋）

6. 7.

8. 9.

8.

低所得者層に対するコロナ対策の不在、強権的
ロックダウンへの異議申し立てや医療政策の拡充
の訴えなど、ドゥトルテ政権への強い批判を込め
たメッセージを多数制作し、マニラの路上でゲリ
ラ展示した作品である（図9）。

マイノリティという観点からは、中国、広州を
拠点に活動する自主出版雑誌『刺紙』の活動が示
唆的な例だろう。『刺紙』はトイレのなかで読む
雑誌というコンセプトで、木版画と家庭用プリン
ターでの印刷を組み合わせた手製のジンある。号
ごとに中国国内では表立って表現、議論すること

が難しいテーマ（武漢でのロックダウン、逮捕と
勾留、女性の生理、更年期問題など）を特集・掲
載し、友人たちの交友関係を通じて流通、読まれ
ることを想定している。またシンポジウムでは出
来上がったジンをカバンに入れて、中国当局の検
閲を避けながら各地の友人たちに送ることで、自
分たちの出版物を流通させていく地下出版のネッ
トワーク構築について報告している。上海の〈木
版波流〉は、中国各地を移動しつつ少数民族や出
稼ぎ労働者、LGBTQのコミュニティに自ら出向
き、現地で木版画ワークショップを開催し共同制
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図10.  『刺紙』2019-2023 ジン 可変サイズ
図11.  『刺紙』展示風景
図12.  木刻波流×西烏旗牧民《垣根を超えた協働》
（全て、写真：野口 洋）

10. 11.

12.

江上賢一郎展覧会「解／拆邊界 亞際木刻版畫實踐」

作を行うコレクティヴである。本展覧会ではモン
ゴル西ウジムチン族の遊牧民コミュニティとの共
同制作作品《垣根を超えた協働》（2020）を出品し
ている（図10・11・12）。

このように本展覧会にはコレクティヴだけでは
なく個人作家の作品も含まれているが、共通し
ているのはパンデミックが露わにした社会の不正
義、不平等、抑圧、矛盾に対する作者たちの批
判、異議申し立て、抗議の声、まなざしの形象化
である。展覧会は、そこに描かれた矛盾、抗争、
人々の声、行動のイメージを相互参照すること

で、改めて国境や国を超えた危機と人間の連帯の
可能性を想起する場でもあった（*9）。
では、一旦可視化された境界をさらに解体/解
きほぐす実践とはどのようなものが挙げられるの
だろうか。4月29日のシンポジウム「問題として
の境界―木版画の実践と経験から」のなかで、狩
野愛はパンデミックによる移動制限下での木版画
コレクティヴ間の相互の交流と連帯について報告
している。例えば、東京の〈A3BC〉はコロナ禍下
で制作した木版画作品を他のコレクティヴへ郵送
し、吳君儀が香港とマレーシアで企画した2つの
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木版画展への作品出品やオンライントークの参加
を行った。また台湾の美術作家、陳韋綸も4月28
日に行われたギャラリー・トークのなかで「パン
デミック初期の都市ロックダウン下にあった武漢
の友人たちへの連帯のために、木版画をプリント
したTシャツを作成し、台湾と武漢をつないでオ
ンライントークを開催した」と語っている。この
ように、移動の制限下にあっても作品を互いに送
り合い、オンラインやSNSを通じて近況を共有す
ることでネットワークが維持されていたことが窺
える。また本展会期中にもIRAを会場とした展覧
会や交流会の実施などさまざまな交流が即興的に
生み出された。IRAでの展示では、これまで各地
のコレクティヴから送られた木版画・板木を一堂
に展示しており、彼らの時間をかけたネットワー
ク化の過程自体が可視化されていた。交流会では
食事が振る舞われ、持参したジン出版物の交換が
行われ、参加者たちはそれぞれ作成した小さな板
木を持参し、それらを並べてTシャツ、バッグ、
紙の上に摺る板木の交換会が行われた。このよう
な木版画を介した直接的で親密な交流・協働の時
間こそが、国境を超えたネットワークを持続させ
る重要な契機となっているといえるだろう（図13・

14・15）。

課題、および方法としての自主出版

ただし、このような有機的な木版画運動のネッ
トワークを展覧会・シンポジウムという既存の枠
組みに組み込むことで生じた問題もある（*10）。 町
村は展示の問題点として「作品が本来の制作され
た文脈と切り離されてしまっている」点を指摘し
ている［町村 2023］。確かに〈プリントメイキン
グ・フォー・ザ・ピープル〉の作品の場合、通常
道路やデモの現場で用いられることを想定して制
作されている作品が、展示空間の白壁に貼り付け
られてしまうことで元々作品が埋め込まれていた
政治的、社会的文脈は捨象されてしまっている。
また陳韋綸が作成したTシャツは、本来公共空間
から排除された移民労働者やコロナ禍で解雇され
た労働者への連帯のために作成されたものである
が、展示空間では誰に向けられた作品であるの

図15.  IRAでの版画交換・交流会の様子（撮影：筆者）

図13.  陳韋綸のTシャツ作品（写真：野口 洋）

図14.  IRAで行われたアジア各地から贈与された木版画の展示
（撮影：筆者）
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か、そしてその意図について展示という形式で十
分に伝えることは困難だった。そのなかで『刺紙』
の展示は、ジンだけでなく来日メンバーによる壁
画の現地制作、そして広州での彼らの制作・活動
の様子が映し出されたビデオ映像という複合的な
構成を通じて、『刺紙』の多様な活動を伝える内
容となっていた（*11）。
このように特定の社会的、政治的文脈に埋め込
まれた状況で制作される木版画の政治的・社会的
文脈と、展示という方法の脱文脈化の問題につい
てはキュレーションのなかで十分に考慮されてい
たとは言い難く、今後の課題となっている。
最後に、表現活動と研究を自律的に架構する方
法論とその可能性について言及しておきたい。吳
君儀はシンポジウムのなかで、非商業的かつ非主
流の芸術実践を扱う研究において既存の展覧会や
国際会議の問題（官僚主義的手続、組織への依存、
プロセスの形骸化）を指摘し、これらの問題を乗
り越えつつ補完する「方法としての自主出版」を
提唱している（*12）。彼女は4月28日のシンポジウ
ムで『インターアジア木版画マッピング』におけ
る自主出版の方法を「既存のアート市場や商業出
版、または閉鎖的なアカデミーと距離をおき、ア
ナキズムやパンク文化の諸理念（自己決定、平等、
相互扶助）を研究・発表の方法として転用するこ
とで、より自主的・自律的な研究活動を目指すも
の」と語っている。重要なのは、このような自主
出版の実践が、各人の平等な関係性と共通の理念
に従って芸術実践と文化理論を架橋するという理
念とともに、複数の言語、国境、地域を超えた
個々人のネットワークの回路や結節点となるイン
フラを作り出す運動を通じて初めて実現可能とな
るという点である（*13）。このとき、D.I.Y.やアナ
キズムは単に普遍的理念というだけでなく、それ
ぞれ異なる社会的、政治的、経済的環境を前提と
した上で自律的かつオルタナティブな文化生産と
組織化のための方法として位置付けられ、それら
の実践を通じてネットやSNSとは異なる物質性と
身体性を伴ったトランスローカルかつ親密な運動
／ネットワークが構築されていくことになる（*14）。
このように現在進行中のアジア木版画運動とは、
単に作品制作だけでなく自主的で自律的な表現と

研究のための共通のプラットフォームをつくり出
す運動でもある。それはお互いの制作した木版画
や木版を交換する振る舞いが示すように、互いに
異なる場所にありながらも、方法と理念の共有を
通じて国境を超えた相互理解、連帯の輪郭を描き
だそうとする集団的な試みでもあるのだ（図16）。

（えがみ・けんいちろう／東京藝術大学特任助教、

芸術実践論）
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*1 黒田は木版画を「単なるプロパガン
ダではなく『持たざる者』にも可能
な、メッセージを『下から』発信する
手段」と捉えており、簡易性、拡散性、
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注目している［黒田2018:7］。

*2 〈活化廳〉  は2008年から2014年まで
香港、油麻地を拠点に活動していた
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地域のコミュニティ運動、再開発運
動に積極的に関与するアートプロ
ジェクトを多数展開していた。〈素
人の乱〉は2005年から、東京の高円
寺を拠点に松本哉や山下陽光らに
よって、自主営業の店舗運営とユ
ニークな抗議スタイルを組み合わせ
た文化活動を行ってきたコミュニ
ティで、現在はゲストハウス、居酒
屋などの自主運営を行いつつアジ
アとの草の根交流を牽引している。
〈直送珈琲〉は台湾で2008年の「野
いちご学生運動」関わった若者たち
によって運営されていたコーヒー
ショップで、台北で反核運動や再開
発運動など社会運動のハブとして機
能していた。〈Indi Space AGIT〉は、
韓国釜山で2014年まで存続していた
文化空間で、主にストリート･カル
チャーと社会運動を結びつける活動
を行っていた。

*3 成田圭裕へのインタビュー、2022年
12月18日、東京

*4 小黄へのインタビュー 、2023年4月
30日、東京

*5 李俊峰は4月29日に開催された国際
シンポジウム「問題としての境界 -
木版画の実践と経験から-」におい
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など、想像された社会観念や心理に
働きかける境界を『ほどく（解 / jiě）』
という二重の意味が込められてい

る」と語っている。  
*6 ディヴィッド・グレーバーは国家や
官僚制度に内在する構造的暴力が、
単に私たちの社会、生活を物理的に
分断するだけでなく、同時に人間の
想像力そのものに排除や差別という
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と指摘している（Graber 2017）。  

*7 町村悠香 「境界を越えて届く版画─
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団的な芸術制作を志向する友人たち
によるコレクティヴである。版画制
作とD.I.Y.精神を組み合わせ、社会
現象にアーティストと一般の人びと
が一緒に向き合い、取り組むことを
望んでいる。主な活動として、香港
の外国人家事労働者との共同作業や
「クイア・ノーボーダー」、「ワン・
ビリオン・ライジング」パレードな
ど、ジェンダー問題や性的少数者へ
の支援プロジェクトがある。

*9 会場に設置した来館者ノートには
「作品を観覧したことで国内メディ
アでは報道されなかった」、「コロナ
禍下の各地の状況をはじめて知るこ
とができた」という内容のコメント
が複数記されていた。

*10 本展覧会は美術大学での展示、シン
ポジウムというフォーマルな形式で
行われた。これは、経費や展示会場、
日本に招聘したアーティストに必要
なビザの問題を解決するための方法
でもあったが、同時に自由な活動や
交流、自発的なアイデアやアクショ
ンを難しくさせたことは否めない。

*11 また会場に直接描かれた壁画には、
2020年ごろから中国国内の若者たち
に広まった「寝そべり主義 （躺平主

義者）」を想起させる人物が描かれて
おり、『刺紙』の活動の背景として中
国の若者たちの抵抗文化との関連を
示唆するものであった。

*12 例えば、展覧会は直接かつ包括的に
作品を観客に届けることができる反
面、その準備、資金、期間の短さとい
う課題がある。国際会議もまた、よ
り深い議論の可能性があるが、非-
母語でのコミュニケーションや共通
のテーマ設定の困難を挙げている。

*13 李俊峰はジャック・ランシエールの
概念である「異議 （dissensus）」を援
用しつつ、アジア各地の社会的、文
化的、政治的、経済的な相互の特異
性、差異への相互的な理解と認識を
つうじて到達する共通の理念の地平
を「インターアジア」の概念として彫
琢させようと試みている（Lee 2022） 
。そのなかで、D.I.Yやアナキズムは
普遍的理念というだけでなく、相互
の異なる環境を前提とした上で、互
いの共通性を探求するための方法と
して位置付けられることになる。

*14 木版画ではないがアジアの自主出版
のネットワークの例として、2021年
パンデミック下の中国で若者たちの
あいだで広まった「躺平主義」を日
本に紹介する自主制作冊子の発行、
流通が挙げられるだろう。〈素人の
乱〉の松本哉氏は、2022年1月に「寝
そべり主義者宣言（躺平主義者）日
本語版」を作成・自主出版し、パン
デミック下で全国各地を行脚し、各
地の書店や文化スペースに独自に流
通させていった。筆者は福岡でのジ
ンの販売に付き添った。一般的な書
店流通網ではなく、自身のSNSで発
信しながら、友人が運営するスペー
ス、書店を巡り「寝そべり主義」につ
いてのトークを行っている。また、
日本語版の序文を90年代に東京を中
心に脱力的な脱資本主義運動を展開
した〈だめ連〉の神長恒一が寄稿し
ている。

Dolorosa Sinaga, Taring Padi: Not for the Sake of a Fine Arts Dis-
course, in Taring Padi: Art Smashing Tyranny, Taring Padi: Seni 
Membongkar Tiran, ed. Ronny Agustinus, Lumbung Press, 
2011, pp. 19-31.

Krystie NG, Li Ding, Duong PHAM, Mapping on the Develop-
ment of Self-Organised Woodcut Collectives in Inter-Asian Con-
text (1990s-2010s), IASWC Working Group, 2019

Lee Chung Fung, Krystie NG, Li Ding, Inter-Asia Self-organised 
Woodcut Collectives Mapping Series II: Collaboration, Authorship 
and the Capital, IASWC Working Group, 2019

Pan Lu, H Shin, Uncommon commons: rethinking affects, practices, 
and spaces of urban activism in Asia. Inter-Asia Cultural Studies 
19 (3), 355-358, 2018


